













































































大会実行委員会が行った 2007 年のデンマーク大会の終了後 6 カ月時点の調査では、



















 インタビュー調査、参与観察、文献調査を併用した。インタビュー調査は、2011 年 1
月 22 日～8 月 25 日の間に、①野武士ジャパンの選手および元選手 18 名、②インターン
を含めた実施団体スタッフ 7 名、③コーチを含めたボランティアスタッフ 5 名、④関連
団体スタッフ 4 名の計 34 名に対して、平均 70 分間、主に個別に行った。内、選手 4 名、
実施団体スタッフ 2 名、関連団体スタッフ 2 名については、時間の制約から各々の属性
でのグループインタビューを行った。また、選手 2 名、ボランティアスタッフ 1 名につ


















大会開催日より 1 年以内に 3 週間以上のホームレスの経験があるか、ストリートペーパ
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ーの販売で生計を立てている者、②大会開催日より 2 年以内に麻薬やアルコール依存の









国際ネットワーク(International Network of Street Papers Conference: INSP)会議においてビ
ッグイシュースコットランドのメル･ヤング氏らによって発案され、2003 年より開始さ
れたホームレスのためのフットサル大会である。第 1 回大会がオーストリアで開かれた
後、出場チーム数は増加し続け、2011 年には 64 カ国が参加する第 9 回大会がフランス
で開催された(表 1)。 
 
表 1 ホームレスワールドカップ開催地 
 開催年 都市 国 出場チーム数 
第 1 回 2003 グラーツ オーストリア 18 
第 2 回 2004 イエテボリ スウェーデン 24 
第 3 回 2005 エジンバラ スコットランド 32 
第 4 回 2006 ケープタウン 南アフリカ 48 
第 5 回 2007 コペンハーゲン デンマーク 48 
第 6 回 2008 メルボルン オーストラリア 48 
第 7 回 2009 ミラノ イタリア 48 
第 8 回 2010 リオ ブラジル 64 









 行われる競技はフットサルと呼ばれているが、表 2 に示すとおり国際サッカー連盟の
64 
規定するフットサルとはルールが異なっている。大会は予選リーグ、二次リーグ、決勝








表 2 主なホームレスワールドカップルールとフットサル公式ルール 
 ホームレスワールドカップ フットサル公式 
ピッチ 22m×16m 40m×20m 
ピッチ表面 人工芝 木、人口材質 
ゴールサイズ 1.3m×4m 2m×4m 
ボール 5 号球 4 号球 
競技者数 3 名+ゴールキーパー 5 名 
交代要員 4 名(随時交代可能) 7 名(随時交代可能) 
試合時間 7 分ハーフ 20 分ハーフ 
出典:ホームレスワールドカップホームページおよび(財)日本フットサル連盟ホームページより筆者作成 
 
3.2.ホームレスワールドカップ 2011 パリ大会概要 
 2011 年 8 月 21 日～28 日にフランスのパリで第 9 回大会が開かれ(写真 1)、表 3 に示す
男子 48 カ国、女子 16 カ国から 600 名を超える選手が参加した。 
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 エッフェル塔を望むシャン･ド･マルス公園にピッチが準備され、21 日朝のパレードを
皮切りに試合が開始された。選手は、毎日午前 10 時～午後 6 時頃まで 1 日 1～2 試合を
戦い、試合の間には各国間での交流会や練習試合を行ったり、メディアの取材を受けて
いた。24 日からは二次予選が行われ、その結果を元に 27 日、28 日には、上位チームよ
り①Homeless World Cup、②Host Cup、③Dignitary Cup、④Community Cup、⑤City Cup、
⑥INSP Trophy(女子はWomen's Cup とWomen’s Plate Cup)のカテゴリー毎にトーナメント
方式による順位決定戦が行われた。 




































野武士ジャパンは、2011 年パリ大会に 2 年ぶりに出場することとなった。3 月の東日
本大震災の影響もあり、一時は参加が危ぶまれたが、パリ大会実行委員会からの日本チ
ームの参加支援の呼びかけ、助成金の獲得、スポンサーの支援などの形で関係者の努力
が実った結果、7 名の選手、4 名のコーチ、インターンを含めた 3 名のスタッフ、複数
名のボランティアが大会に参加した。東京、大阪で練習を重ねた選手たちは、6 月 4 日
に 12 チームが参加して行われた表 4 の選手選考大会に出場し、その後の選手選考会に
おいて 8 名が野武士ジャパンとして選抜された。 
 









しかし、7 月 17 日～22 日に実施された代表合宿を経て出発までの約 2 ヶ月の間に諸々
の事情で 4 名が代表を辞退し、補欠として選考された 3 名が加わった計 7 名が大会に参
加することとなった。 





いながら約 15 分の報告を行い、東日本大震災の災禍を世界に向けて発信した。 
8月 21日から予選リーグをグループDで、アルゼンチン(以下、カッコ内は得点、0-12)、
ギリシャ(2-18)、リトアニア(2-9)、コスタリカ(0-18)、ウクライナ(1-20)と戦い、0 勝 5 敗
で二次リーグに進んだ。二次リーグはグループ H で、フィンランド(1-10)、韓国(0-3)、
スロヴェニア(2-12)、オーストラリア(4-8)、カザフスタン(1-9)と戦い、0 勝 5 敗で INSP 
日時：2011 年 6 月 4 日（土曜日） 13：00～17：00 
場所：トヨタ府中スポーツセンター 
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Trophy トーナメントに進んだ。8 チームで行われた INSP Trophy トーナメントでは、準々
決勝でルーマニア(0-12)、下位決定戦でカンボジア(0-4)、7 位 8 位決定戦でスペイン(2-5)





ホームレスワールドカップは、2008 年開催の第 1 回大会の 18 カ国から、2011 年には











































































































































































































































































































1) Impact Research Copenhagen 2007 Homeless World Cup、ホームレスワールドカッ
プホームページ http://www.homelessworldcup.org/our-impact/impact-research 
[2011/09/28]参照。 
2) NPO 法人ビッグイシュー基金は、2007 年に有限会社ビッグイシュー日本を母体に設
立された。詳細はビッグイシュー基金ホームページ http://www.bigissue.or.jp/ 
[2011/09/10]参照のこと。 
3) ルーフレスとは、路上、公園、河川敷などで寝泊りをする野宿状態のこと。2010 年 1 
月現在、全国で 13,124 人が確認されている(厚生労働省の調査結果による。ビッグイシ




ビッグイシューホームページ http://www.nobushijapan.org/ [2011/08/31]参照)。 
5) Homeless World Cup Home Page http://www.homelessworldcup.org/ [2011/08/20]よ
り引用の上、筆者訳。 
6) ビッグイシュー基金ホームページ http://www.bigissue.or.jp/activity/index.html#03 
[2011/08/25]より引用。 
7) 東日本大震災の被災支援を目的に 4 月 21 日に開催された。野武士ジャパンメンバー














12) 2011 年 8 月 20 日に行われた「ホームレスワールドカップパリ大会」開会式より。 





16) ホームレスワールドカップホームページ “Whistles of International Friendship” 
http://www.homelessworldcup.org/news/whistles-of-international-friendship 
[2011/09/20]より抜粋の上、筆者訳。 
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Why sport makes sense to people who live in poverty 
-“Nobushi Japan” for the Homeless World Cup 2011: A case example- 
Chiaki OKADA 
 
The ninth Homeless World Cup was held in Paris from 21 to 28 August 2011. Over 600 
homeless players from a total of 64 countries (48 men’s teams and 16 women’s teams) 
participated in football matches. According to the regulations of the Homeless World Cup 
Organizing Committee, all players must be at least 16 years old and have not taken part in 
any of the previous Homeless World Cup matches. Additionally, players must meet at least 
one of the following criteria: (1) have been homeless at some point within the preceding 12 
months, (2) earn their main income as a street paper vendor, (3) be asylum seekers currently 
without positive asylum status or be previous asylum seekers but have obtained residency 
status after 1 August 2010, or (4) be currently in drug or alcohol rehabilitation and also have 
been homeless at some point in the previous 24 months.  
The purpose of this study is to clarify the value of sport for poverty reduction using the 
case example of “Nobushi Japan,” Japanese team that participated in the Homeless World 
Cup 2011. Field studies were conducted from January to August 2011, on 34 related persons, 
including 18 homeless players, mainly by personal interviews. Additionally I was a 
volunteer staff member for the Japanese team at the 2011 World Cup in Paris.  
This study consists of three sections. The first section outlines the Homeless World Cup, 
the Paris Cup in 2011, and the activities of the Japanese team for the Cup. In the second 
section, I discuss the Cup, focusing on its characteristics as an “international”, “world-wide 
mega”, “semi-anonymous,” and “competitive” event from the viewpoint of its benefits to 
players. In the third section, I consider the significances of sport as a tool, referring to the 
case of the Homeless World Cup.  
In conclusion, the core significances of the Cup are to offer several opportunities for 
participating players to gain self-esteem and to establish trust with other people. Moreover, a 
series of activities for the Cup gave players hope and pleasure in sharing sporting 
experiences, and, of course, exposed the difficulties in creating personal relationships. By 
fulfilling their own role in the team, players gained enough confidence to return to society in 
the future. 
The Homeless World Cup is a trial to resolve the worldwide problem of poverty from 
the roots using football, which provides a rare and precious opportunity to consider the 
value and role of sport in contributing to solving social issues. 
 
 
